
- 9 - 

 

 

 

 

工     種 

 

 

項  目 管理基準値(㎜) 
(参 考) 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

 

 

１ 

 

共 

 

通 

 

工 

 

事 

5 矢 板 打 工  

 (矢板護岸を  

  含む) 

 

1 

基準高(V) 

◯±   30 ◯±   45 線的なものについては

施工延長おおむね 20ｍ

につき１箇所の割合で

測定する。 

上記未満は２箇所測定

する。 

2 

中心線の 

ズレ   (e) 

◯±   65 ◯±  100 

3 

施工延長 

 

 ◯－  0.1％、 

ただし延長 

200ｍ未満 ◯－  200 

6 オープンケ  

  ーソン 

1 

基準高(V) 

◯±  65 ◯±  100 構造図の寸法標示箇所

を測定する。 

幅、厚さ、長さについて

は１ロット毎に測定す

る。 

2 

幅（B） 

◯±   30 ◯－  50 

3 

厚さ（T） 

◯±   13 ◯－   20 

4 

高さ (H) 

◯±   65 ◯－  100 

5 

長さ (L) 

◯±   30 ◯－   50 

6 

偏位 (e) 

 

 

 

 

 

   200    300 
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管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式 2-1、 

 2-2) 

結果一覧表

によるもの

(様式 3-1) 

構造図に朱

記、併記す

るもの 

基準高、中

心線のズレ

で20点以上

のもの 

左記のもの

で20点未満

のもの及び

施工延長 

左記のもの

で箇所単位

のもの 

 中心線のズレ

は中心線より

右を◯＋左を◯－

とする。 

指定仮設は基

準高等が明記

されたもの。 

 

 

― 構造図に朱

記、併記す

ることが困

難なもの 

基準高、幅、

厚さ、高さ、

長さ、偏位 

  

 ｅ  
Ｖ  

Ｃ Ｌ

 Ｌ1 

Ｂ２ 

Ｌ２ 

Ｔ８ 

Ｔ１ 

Ｂ３ 

Ｌ３ 

Ｔ９ 

Ｔ２ 

Ｂ４ 

Ｌ４ 

Ｔ10 

Ｔ３ 
Ｔ４ Ｔ５ Ｔ６ Ｔ７ 

Ｂ１ 

Ｈ Ｈ 

Ｖ Ｖ 

ｅ２ 

ｅ１ 
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工     種 

 

 

項  目 管理基準値(㎜) 
(参 考) 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

 

１ 

共 

通 

工 

事 

１ 

7 栗石基礎 

 

砕石基礎 

 

砂 基 礎  

 

均しコンク  

  リート 

1 

幅(B) 

栗石基礎、砕石基礎 

      ◯－  130 

砂基礎、均しコンクリ

ート    ◯－   65 

 

 

◯－  200 

 

◯－  100 

 

線的なものについては

施工延長おおむね50ｍ

につき１箇所の割合で

測定する。 

上記未満は２箇所測定

する。 

箇所単位のものについ

ては適宜構造図の寸法

標示箇所を測定する。 

2 

厚さ（T） 

栗石基礎、砕石基礎、 

砂基礎    ◯－  30 

均しコンクリート 

      ◯－  13 

 

 

◯－   50 

 

◯－   20 

 

3 

施工延長 

 

 ◯－  0.2％、 

ただし延長 

50ｍ未満 ◯－  100 

8 コンクリー  

ト付帯構造  

物 
 

コンクリー  

  ト基礎 
 

コンクリー  

  ト側溝 
 

コンクリー  

  ト管渠 
 

横断構造物 
 

コンクリー  

  ト擁壁 
 

その他上記  

に準ずるも  

の 

1 

基準高(V) 
◯±  30 ◯±   45 

線的な構造物について

は施工延長おおむね 20

ｍにつき１箇所の割合

で測定する。 

上記未満は２箇所測定

する。 

箇所単位のものについ

ては適宜構造図の寸法

標示箇所を測定する。 

2 

幅(B) 

 

◯＋  20 

 

    

 

   

◯－   30 

 

 

 

3 

厚さ(T) 

部材厚 30 ㎝未満 

   ◯＋   15 ◯－   13 

〃  30 ㎝以上 

    ◯＋  20 ◯－  15 

 

◯－   20 

 

 

◯－   25 

4 

高さ(H) 

 

２ｍ未満 ◯±   20 

 

２ｍ以上 ◯±   30 

◯－   30 

 

◯－   45 

5 

施工延長 

(又は長さ) 

 

 

◯－  0.1％、 

 

ただし延長 

  2ｍ未満 ◯－   30 

 10ｍ 〃  ◯－   50 

 50ｍ 〃  ◯－  100 

200ｍ 〃  ◯－  200 
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管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式 2-1、 

 2-2) 

結果一覧表

によるもの

(様式 3-1) 

構造図に朱

記、併記す

るもの 

― 重要構造物

の基礎のみ

及び施工延

長 

左記のもの

で箇所単位

のもの 

  
管水路の基礎
は「8 管水路

工事 1 管体
基礎(砂基礎
等)」による。 

基準高、幅、

厚さ、高さ

で20点以上

のもの 

左記のもの

で20点未満

のもの又は

構造図に朱

記、併記す

ることが困

難なもの及

び施工延長 

 

 

 

 

 

 

箇所単位の

構造物につ

いて、基準

高、幅、厚

さ、高さ 

 

 

H 3 

 

 

 Ｂ 

Ｔ 
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工     種 

 

 

項  目 管理基準値(㎜) 
(参 考) 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

 

 

１ 

 

共 

 

通 

 

工 

 

事 

9 精度を要す  

  るもの 

 

 分水工計量 

  部 

 

 ゲート戸当 

  部 

 

橋台沓部 

1 

基準高(V) 

◯±   15 ◯±   20 構造図の寸法標示箇所

を測定する。 

2 

幅（B） 

◯±    7 ◯±   10 

3 

厚さ(T) 

◯±  13 ◯±  20 

4 

高さ(H) 

◯±    7 ◯±   10 

5 

長さ(L) 

◯±    7 ◯±   10 

10 Ｕ  字  溝 

 

Ｕ字フリュ

ーム 

 

ベンチフリ

ューム 

 

 

1 

基準高(V) 

◯±   25 ◯±   40 施工延長おおむね 50ｍ

につき１箇所の割合で

測定する。 2 

中心線の

ズレ (e) 

◯±   30 ◯±   50 

3 

施工延長 

 

 ◯－  0.1％、 

ただし延長 

200ｍ未満 ◯－  200 

11 土 水 路 1 

基準高(V) 

指定したとき◯±   65 ◯±  100 上記と同一。 

2 

幅(B) 

◯＋  100 ◯－   50 ◯－   75 

3 

高さ(H) 

指定したとき 

◯＋  100 ◯－   50 
◯－   75 

4 

施工延長 

 

 ◯－  0.2％、 

ただし延長 

200ｍ未満 ◯－  400 
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管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式 2-1、 

 2-2) 

結果一覧表

によるもの

(様式 3-1) 

構造図に朱

記、併記す

るもの 

― 構造図に朱

記、併記す

ることが困

難なもの 

基準高、幅、

厚さ、高さ、

長さ 

  

基準高、中

心線のズレ

で20点以上

のもの 

左記のもの

で20点未満

のもの及び

施工延長 

 

 

 

 

 

―   

基準高、幅、

高さで20点

以上のもの 

左記のもの

で20点未満

のもの及び

施工延長 

―   

 
ｅ 

Ｖ 

Ｃ Ｌ 

 

Ｂ２ 

Ｂ１ 

Ｈ
Ｖ

Ｃ Ｌ 
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工     種 

 

 

項  目 管理基準値(㎜) 
   （参 考） 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

 

１ 

 

共 

通 

工 

事 

12  鉄筋組立 

 

1 

かぶり（t） 

 ◯±φかつ最小かぶ

り以上 

 

φ：鉄筋径 

測定箇所標準図に

よる。 

１スパン（１打設

ブロック）ごとに

測定する。 

2 

中心間隔 

(b) 

 ◯±φ 

 

 φ：鉄筋径 

3 

本数、径 

 

設計値以上 

 

設計値以上 

4 

鉄筋の種

類 

 

設計値以上 

 

設計値以上 

5 

継手長 

 

設計値以上 

 

設計値以上 
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管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式 2-1、 

 2-2) 

結果一覧表

によるもの

(様式 3-6) 

構造図に朱

記、併記す

るもの 

－ ○ － 

 

１面当たり

４箇所程度

測定する。 

同一鉄筋上

での測定は

行わない 

 

 

 

１面当たり鉄

筋１０本程度

の間隔を測定

する。 

測定箇所は、

スパン毎に同

じ位置となら

ないように測

定する。 
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工     種 

 

 

項  目 管理基準値(㎜) 
   （参 考） 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

 

１ 

 

共 

 

通 

 

工 

 

事 

14 補強土壁工 

 

（補強土（テー

ルアルメ）壁工

法） 

（多数アンカ

ー式補強土工

法） 

（ジオテキス

タイルを用い

た補強土工法） 

 

 

1 

基準高▽ 

 ◯± 50 施工延長 40m(測点

間隔 25m の場合は

50m)につき1ヶ所、

延長40m(又は50m)

以下のものは１施

工箇所につき２ヶ

所。 

 

 

 

2 

高さ h 

 h<3m  ◯－   50 

 

h≧3m ◯－   100 

 

3 

鉛直度△ 

 ±0.03ｈかつ 

±300 以内 

4 

控え長さ 

 

 

 

 

設計値以上 

5 

延長 L 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯－   200 

 

１施工箇所毎 
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管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表

によるも

の 

(様式 2-1、 

 2-2) 

結果一覧表

によるもの

(様式 3-1) 

構造図に朱

記、併記す

るもの 

    

 

 

 

本項目は、土

木工事施工管

理基準（平成

31 年 4 月）熊

本県土木部を

準用 

 

 


